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「科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム」 

プログラム総括  唐沢 かおり 

 

１. 課題代表者 

  児玉 聡（京都大学 大学院文学研究科 准教授） 

２. 課題名 

  パンデミック対策の国際比較と過去の事例研究を通じた ELSI アーカイブ化 

３. 実施期間 

  令和 2（2020）年 9 月 1 日 ～ 令和 3（2021）年 3 月 31 日 

４. 事後評価結果 

プロジェクト企画調査の目標達成状況 

 本企画調査は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）を対象として、新興感染症の公衆衛生

上の対策が社会にもたらす ELSI を明らかにし、それらをアーカイブすることで、今後の社会的意

思決定や科学技術コミュニケーションの望ましいありようを考える際に必要不可欠なデータベー

スの構築、さらには社会的弱者の問題やマイノリティに対する差別の問題など、喫緊の問題への解

決策を与えるための基礎資料の構築を目標として実施されたものである。なお、本企画調査は、当

プログラムにおける COVID-19 など新興感染症に関する課題枠（COVID-19 関連課題枠）として、

短期的に実施可能な範囲での基礎調査・アーカイブ研究に取り組む課題として採択した。 

 企画調査の結果、米国・英国・韓国・台湾などを中心とする海外諸国および国内の COVID-19 に

関する法制度や、国際機関の主要レポートなどの基礎資料の収集・翻訳と分析、過去の感染症の予

防をめぐる法規制のデータベース化、検索・アクセシビリティに配慮した Web サイトの構築とア

ーカイブ化、公衆衛生の ELSI という観点での基礎的な調査・検討など、ごく短期間のうちに着実

に推進されており、目標は概ね達成されたと評価する。すでに、今後の国際共同研究の検討に着手

されているが、COVID-19 など新興感染症に関する ELSI 検討のフレームワークを礎としつつ、そ

れにとどまらず、公衆衛生の ELSI 研究へとさらにスケールアップした研究開発構想への発展を期

待する。 
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（所属・役職はすべて 2021 年 3 月末時点） 




